職 務 経 歴 書(*必要最小限)取扱注意/印刷不可

2019年11月23日現在
氏名　XX　XX
■職務経歴
	20XX年04月～2019年11月（現職）　　XX自動車株式会社

	事業内容：輸送用機器の製造および販売
売上高　：XX兆XXXX億円(20XX年3月期)　　従業員数：XXXXXX人(XXXX年3月期)　　上場：東証一部上場
	正社員
として勤務

	20XX年04月～20XX年03月　／　新人研修・EV/HEV向け制御技術の評価

	
【業務内容】
・新人研修にて、社会人としての一般教養、自動車に関する知識、また工場実習（2ヶ月）にて、製造現場の視点からクルマ作りを学ぶ
・配属先の評価部署にて、電動者に組み込む制御ロジックの実験を先輩指導の下で学ぶ

	
	約10名
評価担当

	20XX年04月～20XX年03月　／　EV/HEV向けインバータ開発（絶縁性能設計・評価）

	
【業務内容】
・インバータ内部の絶縁性能および熱性能を確保するための高熱伝道絶縁シートおよび放熱グリースの選定／評価を担当
・量産直前での絶縁シートの信頼性評価NGを受けて、材料技術部と共同で新規サプライヤ選定、性能・信頼性評価を実施し、発売延期なくXX社初のEV/HEV量産化を達成

	
	約15名
設計担当


	20XX年04月～20XX年03月　／　パワーモジュールの原価低減開発（構造設計・評価）

	
【業務内容】
・20XX年のモデルチェンジに向けた原価低減として、パワーモジュールケースの新規サプライヤさんと共同で、寸法精度、絶縁性、強度設計など一通りの構造設計、および信頼性含めた評価を担当
・樹脂射出成型や金型設計の知識習得

	
	約15名
設計担当


	20XX年04月～20XX年03月　／　新規構造パワーモジュールの開発（腐食防食対策）

	
【業務内容】
・20XX年以降の更なる原価低減方策のひとつとして、新規サプライヤからの汎用パワーモジュールを購入するに際し、社内要求の性能を満足しているかの性能・信頼性評価、およびそのフィードバックによるサプライヤとの共同開発を担当
・信頼性評価にて新規課題となった金属の腐食に対し、メカニズムの仮説検証、および対策案の考案・実証評価を行い、期限内に評価完了させプロジェクトへ適用

	
	約15名
設計主担当


	20XX年04月～20XX年09月　／　HEV車両の走行性能・乗り心地改善（制御工学）

	
【業務内容】
・HEV車両の走行性能および乗り心地改善を目的とした各課題に対し、制御工学を用いた改善手法を机上計算・シミュレーション（Matlab）にて検討し、対策内容を車両組込みソフトウェア（C言語）に織込み、実車による評価までを実施
・主に駆動用の強電モータによる回転数制御および角度制御によるエンジン始動時振動の改善を担当

	
	約10名
設計担当

	20XX年10月～20XX年05月（現在）　／　EV・e-POWER系プロジェクトのePT担当

	
【業務内容】
・EV・e-POWER系プロジェクトに供試する、ePT部品（モータ、インバータ、ジェネレータ等）のプロジェクト担当として、各設計担当や試作・生産・実験にかかる部署とQCT成立するよう調整業務を担当
・主にはソフト開発を担当し、各プロジェクトに適用するソフトウェア開発のQCTを関連部署と調整

	
	約15名
設計担当


■活かせる経験・知識・技術
・絶縁性能、熱性能設計（パワーモジュール単体からインバータまで）
・構造設計、性能評価、信頼性評価（樹脂成型部品の機械的強度、寸法精度、絶縁性の設計・評価）
・樹脂射出成型に関する基礎知識、材料の腐食防食に関する基礎知識
・物理モデル（主にモータ）を用いた制御工学による制御設計、C言語に関する組込みソフトウェアの基礎知識
・複数プロジェクトを同時並行で進めるQCT管理

■資格など
・普通自動車免許第一種（20XX年10月）、普通二輪免許種（20XX年07月）
・TOEIC（R）テスト750点（L：380点、R：370点、20XX年02月） 、日常会話可能

■自己ＰＲ（＊この部分に注力）あまり、限定せずに簡潔に！

＜これまでの職務経験を通じて＞
インバータ、パワーモジュールの設計を6年、走行性能設計を4年、プロジェクト管理を2年経験して参りました。
[bookmark: _GoBack]まず、20XX年03月までの絶縁材選定業務では量産直前での信頼性評価NGとなった前部品に対し、上司と共に新規部品選定および性能・信頼性評価を行う中で、プロジェクト日程を遵守するための開発期限から逆算した実験計画の策定・管理を学びました。
次に、20XX年03月までのパワーモジュール部品の新規サプライヤ選定では、通常サプライヤさんに要求を押し付けてこちら側の業務（宿題）を疎かにする傾向が見られる中で、まずは信頼関係を築くべく、こちら側の宿題は必ず期限を守るようにしました。結果、サプライヤさんからも期限内に宿題回答を得られるようになっていき、お互いの信頼関係を上手く築くことで、最終的な期限内に量産着手にこぎつけることができました。
また、20XX年03月までの腐食防食対策では、周辺に化学の専門家が不在で答えのない課題が突きつけられる中、主担当として自ら専門書やインターネットで情報収集し、そこからメカニズムの考察、また、そのロジックの妥当性を上司と共に検証し、その仮説から考えうる対策案、およびその立証評価を行いました。この経験から、答えのない未知の課題にあってもロジカルな仮説を立てて検証するPDCAサイクルを身につけました。
その後は、HEV車両の走行性能、乗り心地改善を行う制御グループに異動となり、各制御課題に対して、制御工学をベースとした性能改善を検討し、それを車両用ソフトウェア（C言語）に落とし込み、実車評価まで一貫した開発を行いました。この業務にて、ハードウェアの領域に加えて、ソフトウェアの領域まで幅広く知識も得ることができました。
現在では、これら幅広い知見を活かして、同時並行で進む複数プロジェクトに供試するePT部品（モータ、インバータ、ジェネレータ）に関するQCTをコントロールするプロジェクト管理業務に従事しております。

＜私の性格的特徴＞
１点目は、継続的に努力することを得意とした性格です。例えば日々の生活では、通勤時間等のスキマ時間をうまく活用し、英語学習等に勤しんでおります。入社前は400点程度のTOEICも今では750点に到達しました。また、趣味においては、約5年前に始めたマラソンにて、3年後には4時間を切る記録を達成しました。御社にて新しい課題に挑戦した際には、継続した努力で課題解決の一員になれると考えております。
2点目は、関係者を巻き込んで仕事を円滑に進めることに長けた性格です。報連相を基本としたコミュニケーションを大切にしており、上司・後輩問わず分け隔てなく接することから、「一家に一台（一人）欲しい」、「人の懐に入る特殊能力がある」など、いい意味で揶揄されることもあります。御社におきましても新たな環境の中で早期に適応し、戦力となれると考えております。

＜転職理由＞
　私事ではありますが、30代半ばで自身の今後を考えた際に、生活環境のよい地元・福岡に戻って家庭を持ちつつ、エンジニアとしてのキャリアを積み上げたいと思うようになりました。そんな中、これまでの職務経験を十分に活かせる御社の求人をご紹介いただきました。御社パワーデバイス事業においては自社工場で生産を行う内製技術をお持ちの点と、福岡にいながら広く海外相手に仕事ができる事業の影響度に非常に魅力を感じております。
御社に入社した場合は、今後更に広がる電動車両へのパワーデバイス拡充によって、省エネ社会に貢献するとともに、御社の業績拡大を通じて、地元・福岡の雇用維持・創出の一翼を担えればと考えております。
是非とも、面談の機会を賜りますよう、よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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